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『ゆるりっと会』活動報告 

2012.6.28  
井川 景子 
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避難者交流会『ゆるりっと会』の始まり 

東北3県以外からの自主避難者 
 交流会に参加するのは場違いではないかと
いう遠慮 

 その多くは子育て世代 
 愛知に身寄りのない人も多い 

 
 

誰にも頼れない孤独感 
 



3 

避難者交流会『ゆるりっと会』の始まり 

避難者自らが発案・企画 
きっかけは支援センターに送られた  
一通の手紙 
 
 

 
出身地に関係なく集まれる交流会を 

呼びかけからプログラム構成まで避難者主体で考案 
 



『ゆるりっと会』の目的 

 

参加者が心情を吐露しやすい空間 
同じ立場の自主避難者同士だから言えること 
 
 
・・・その手段として 
 美容をテーマにした企画 
 安心できる食事と託児 
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第一回ゆるりっと会 
参加呼びかけ 

チラシ 
（一部抜粋） 
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参加者の反応 
孤独を感じていた自主避難者同
士が出合い、感情を分かち合うこ
とができた 
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参加者の反応 

初めて知った支援者の存在 
 

 経験の浅い多くの支援者にとって 
 初めて接する避難者の存在⇒親近感 

近くにいる同じような子育て世代
の避難者との出会い 

充実した託児による安心感 
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第二回ゆるりっと会 

参加呼びかけ 
チラシ 

（一部抜粋） 
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参加者の心境の変化～第一回との違い～ 

 「被災者同士」から「友」へ 

地元に帰る避難者の出現 
「帰りたいけど帰りたくない、でも戻る」という気持
ちへの共感 

放射能からわが子を守るという覚悟と 
不安 



愛知への慣れ親しみ 
 
 
 

故郷への想い 
 10 

参加者の心境の変化～第一回との違い～ 
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避難者の求めるもの 

避難者同士のつながりの強化 
避難者同士だから分かり合えること 
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